


例言

1 本書は、 平成 2 6 年度全国文化的景観地区連絡協議会日田大会の啓発冊子である。

2 本書の執筆にあたり「文化的景観の概要」ならびに「市町の紹介」は文化的景観事業に取り組んでいる

自治体に原稿を依頼し、 それ以外は日田市教育委員会文化財保護課で担当した。

3 本書が収録する挿図・写真は、 寄稿いただいた各市町村の作図・撮影によるものである。

4 本文中の表現については、 編集側で書体統一のみ行った。

5 本書の編集は日田市教育委員会文化財保護課が行った。
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ごあいさつ

文化的景観とは、「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土に・

より形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのでき

ないもの」です。（文化財保護法第二条第 1項第五号）昔見たふるさとの風景が、

数十年たって、いつの間にか失われてしまっていた、というようなことがある

のではないでしょうか。

身近な景観で日頃からその良さに気づかないものが多くあります。文化的景

観保護制度は、 地域の生活•生業に根ざした景観の文化的な価値を評価し、地

域で護り、次世代へと受け継いでいく制度です。文化的景観は、その土地に住

む人々が、田や畑、里山、漁場など、自らの生活や生業のあり方を土地に刻

みつけることで形づくられた「日本の原風景」 とい うべきものです。

そうした文化的景観の保存と活用に関する情報や課題を共有する場として全

国文化的景観地区連絡協議会も今年で発足9年目を迎えました。今回の大会が、

地域における文化的景観の保存と活用の施策の実施に活かされることを願って

やみません。

この 『日本の原風景「文化的景観」」は、全国の文化的景観を広く啓発する

ための冊子として刊行しています。本書が広く活用され、文化的景観の保存と

活用に役立つことを願うものです。

最後になりま したが、本書を作成するにあたりご協力いただきま した各位に

心より感謝を申 し上げます。

平成 26年 10月29日

全国文化的景観地区連絡協議会

ヽ
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例 言

ごあいさつ

日本の原風景「文化的景観」 2014

目次

魅力ある風景を未来へ 文化的景観 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

全国の文化的景観一覧 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‘，........... 2 ~ 3 

文化的景観の紹介 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 ～ 3 2 

日田市の文化財 ・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 33~35 

全国文化的景観地区連絡協議会とは．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 36~37

全国文化的景観地区連絡協議会加盟団体……………………… 38 

寄稿団体連絡先 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 39 

平成25年度全国文化的景観地区連絡協議会四万十大会の概要… 40~42 



(m、2，輯Lふ．9EE-

魅力ある風景を未来へ

文化的景観 ～cultural landscape~ 

「文化的景観」とは英語で 「culturallandscape」、自然が作り出した景観に対置される人間が関与

した景観を指す。この culturallandscapeは 「自然と人との共同作品」であり、 「人間社会又は人間の

移住地が自然環境における物理的制約の中で社会的・ 経済的・文化的な内外の力に影靱されながら、

どのような進化をたどってきたかを例証」するものとして、すでに世界逍産の評価概念として使われ

てきた。

わが国では、平成16年の文化財保謹法の一部改正によ って 「地域における人々の生活又は生業及

び当該地域の風土により形成された景観地でわが国民の生活又は生業の理解のために欠くことのでき

ないもの」を文化的景観と規定し（法第二条第 1項第五号）、文化財の新たな類型として保護を図る

制度が始まった。この文化的景観の中で、特に重要で保存の措置が講じられているものについては、

都道府県または市町村の申出に基づき重要文化的景観に選定し保存を図るとともに（法第百三十四条

第1項）、保存活用のために国の補助等が用意されることとなった。この選定の基準としては次の内

容に定められている。

董要文化的景観の選定基準

地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された次に掲げる景観地のうち

わが国民の基盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの

（一）水田・畑地などの農耕に関する景観地

（二）茅野・牧野などの採草 ・放牧に関する景観地

（三）用材林・防災林などの森林の利用に関する景観地

（四）養殖いかだ•海苔ひびなどの漁ろうに関する景観地

（五）ため池・水路・港などの水の利用に関する景観地

（六）鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地

（七）道・広場などの流通・往来に関する景観地

（八）垣根・屋敷林などの居住に関する景観地

ー 前項各号に掲げるものが複合した景観地のうちわが国民の基盤的な生活又は生業の特色を示すも

ので典型的なもの又は独特のもの

ー
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～全国の文化的景観一覧～

名 称 所在地 選定年月日

1 アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観

2 遠野荒川高原牧場土淵 • 山口集落

3 ー関本寺の農村景観

4 最上川の流通・往来及び左沢町場の景観

5 利根川 ・渡良瀬川合流域の水場景観

6 佐渡西三川の砂金山由来の農山村景観

7 金沢の文化的景観 城下町の伝統と文化

8 躾捨の棚田

9 長良川流域における岐阜の文化的景観

10 近江八幡の水郷

11 高島市海津 ・西浜・知内の水辺景観

12 高島市針江・霜降の水辺景観

13 東草野の山村景観

14 宇治の文化的景観

15 宮津天橋立の文化的景観

16 日根荘大木の農村景観

17 生野鉱山及び鉱山町の文化的景観

18 奥飛鳥の文化的景観

19 蘭島及び三田 ・清水の農山村景観

20 奥出雲たたら製鉄及び棚田の文化的景観

21 樫原の棚田及び農村景観

22 遊子水荷浦の段畑

23 四万十川流域の文化的景観 下流域の生業と流通 ・往来

24 四万十川流域の文化的景観 上流域の農山村と流通 ・往来

25 久礼の港と漁師町の景観

26 四万十川流域の文化的景観 上流域の山村と棚田

27 四万十川流域の文化的景観 源流域の山村

28 四万十川流域の文化的景観 中流域の農山村と流通・往来

29 求菩提の農村景観

30 蕨野の棚田

31 長崎市外海の石積集落景観

32 佐世保市黒島の文化的景観

33 平戸島の文化的景観

34 五島市久賀島の文化的景観

35 小値賀諸島の文化的景観

36 新上五島町北魚目の文化的景観

37 新上五島町崎浦の五島石集落景観． 
38 天草市崎津 •. 今富の文化的景観

39 通潤用水と白糸台地の棚田景観

40 別府の湯けむり ・温泉地景観

41 小鹿田焼の里

42 田染荘小崎の農村景観

43 酒谷の坂元棚田及び農山村景観

平成 26年3月 18日現在

北海道沙流郡平取町

岩手県遠野市

岩手県ー関市

山形県西村山郡大江町

群馬県邑楽郡板倉町

新潟県佐渡市

石川県金沢市

長野県千曲市

岐阜県岐阜市

滋賀県近江八幡市

滋賀県高島市

滋賀県高島市

滋賀県米原市

京都府宇治市

京都府宮津市

大阪府泉佐野市

兵庫県朝来市

奈良県高市郡明日香村

和歌山県有田郡有田川町

島根県奥出雲町

徳島県勝浦郡上勝町

愛媛県宇和島市

高知県四万十市

高知県高岡郡中土佐町

高知県高岡郡中土佐町

高知県高岡郡梼原町

高知県高岡郡津野町

高知県高岡郡四万十町

福岡県豊前市

佐賀県唐津市

長崎県長崎市

長崎県佐世保市

長崎県平戸市

長崎県五島市

長崎県北松浦郡小値賀町

長崎県南松浦郡新上五島町

長崎県南松浦郡新上五島町

熊本県天草市

熊本県上益城郡山都町

大分県別府市

大分県日田市

大分県豊後高田市

宮崎県日南市

平成 19年 7月 26日

平成 20年 3月 28日 （当初）

平成 18年 7月 28日

平成 25年 3月 27日

平成 23年 9月 21日

平成 23年 9月 21日

平成 22年 2月 22日

平成 22年 2月 22日

平成 26年 3月 18日

平成 18年 1月 26日 （当初）

平成 20年 3月 28日

平成 22年 8月 5日

平成 26年 3月 18日

平成 21年 2月 12日

平成 26年 3月 18日

平成 25年 10月 17日

平成 26年 3月18日

平成 23年 9月 21日

平成 25年 10月 17日

平成 26年 3月 18日

平成 22年 2月 22日

平成 19年 7月 26日

（当初）

平成 21年 2月 12日

平成 21年 2月 12日

平成 23年 2月 7日

平成 21年 2月 12日

平成 21年 2月 12日

平成 21年 2月 12日

平成 24年 9月 19日

平成 20年 7月 28日

平成 24年 9月 19日

平成 23年 9月 21日

平成 22年 2月 22日 （当初）

平成 23年 9月 21日

平成 23年 2月 7日 （当初）

平成 24年 1月 24日

（当初）

（当初）

（当初）

平成 24年 9月 19日

平成 23年 2月 7日 （当初）

平成 20年 7月 28日 （当初）

平成 24年 9月 19日

平成 20年 3月28日 （当初）

平成 22年 8月 5日

平成 25年 10月 17日
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1 平取町 （北海道）

2 遠野市 （岩手県）

3 ー関市 （岩手県）

4 大江町 （山形県）

5 宇都宮市 （栃木県）

6 板倉町 （群馬県）

7 佐渡市 （新潟県）

8 小矢部市 （富山県）

9 南砺市 （富山県）

10 金沢市 （石川県）

11 輪島市 （石川県）

12 福井市 （福井県）

13 小浜市 （福井県）

14 若狭町 （福井県）

15 甲州市 （山梨県）

゜
16 千曲市 （長野県）

17 岐阜市 （岐阜県）

18 恵那市 （岐阜県）

19 浜松市 （静岡県）

20 近江八幡市 （滋賀県）

21 高島市 （滋賀県）

22 高島市 （滋賀県）

23 京都市 （京都府）

24 宇治市 （京都府）

25 亀岡市 （京都府）

26 明日香村 （奈良県）

27 朝来市 （兵庫県）

28 稲美町 （兵庫県）

29 有田川町 （和歌山県）
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30 上勝町 （徳島県）

31 宇和島市 （愛媛県）

32 松野町 （愛媛県）

33 四万十市 （高知県）

34 梼原町 （高知県）

35 津野町 （高知県）

36 中土佐町 （高知県）

37 中土佐町 （高知県）

38 四万十町 （高知県）

39 豊前市 （福岡県）

40 唐津市 （佐賀県）

41 長崎市 （長崎県）

42 佐世保市 （長崎県）

43 平戸市 （長崎県）

44 五島市 （長崎県）

45 小値賀町 （長崎県）

46 新上五島町 （長崎県）

47 新上五島町 （長崎県）

48 宇城市 て熊本県）

49 天草市 て熊本県）

so 山都町 （熊本県）
51 別府市 （大分県）

52 日田市（大分県）

53 豊後高田市 （大分県）

54 日南市 （宮崎県）

55 宮津市 （京都府）

56 泉佐野市 （大阪府）

3
 



選定年ガB／平威19年 7ガ 26B 選定ilif／約 4,381.0ha

所在池／J厖暉沙流fjfJ平取ff/j.

稽fj!J／二 複合景艘 ー・（二）・（三）・（五）・（七）・（八）

アクセス／乗房草 B高店勤疸道富／／／IC下草後、屠遥237号線を北上し、約20分で二凰谷に甥看。

札幌市から約1暗閲50分、暫千歳空港から約1膀閻

文化的景観の概要
北海道日高地方の西端に所在する平取町は、アイヌの伝統・文化による歴史的蓄積が濃厚な土地柄と

し^て知られています。その一方で、近代以降の社会経済的変化とともに新しく入ってきた諸文化は、ア

イヌの伝統に基づく自然観や空間利用の変容を促していきました。

こうした移り変わりは結果として、沙流川流域に多文化圏としての特色ある地域性をもたらし、伝統

的な持続型資源管理の森林・河川利用を基層とした生活•生業が近現代においても 継承されることにな

りました。

平取町の文化的景観は、アイヌの伝統に基づいた沙流川流域の落葉広葉樹林、針広混合林及び土地利

用を基盤とすること 、 近現代の開拓の営為が重なり 、 混成して多文化性•他民族性を包含していること

を特質としています。

平取町の紹介
平取町は日高山脈を源に太平洋へと流れる沙流川の内陸部に位置しています。町域の約 86％は山林

で、生活域の多 くは流域沿いの河岸段丘上に所

在します。

基幹産業は農林業で、 トマトは「ニシパの恋

人」、黒毛和牛は「びらとり和牛」という地域

-. ブランド名で全国に出荷されています。アイヌ

伝統文化の今日的継承も重要視されており、国

のプロジェクトである「アイヌの伝統的空間の

再生事業」の先行実施地域（平成 20年から）

として、山林や水辺空間の保全が行われていま

す。また、平成 25年には二風谷イタ（盆）と

二風谷ア ットゥシ（樹皮の織物）が、北海道初

の伝統的工芸品に指定されました。

4
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選定年ガB／平戚20年3月28B選定（荒／／高頒牧綴） 平戚21年2月12B追加選定（荒／／／駒形掠社）

平咸25年3ガ27B追加選定（士溜凶口槃落）・ 名粉変更

選定面横／1,688.0ha 糀別／複伶穀観

所在池・アクセス／荒／／／高原牧場岩手媒遠貯成殷慰牛附JR遠既費より疸四汐60分

所在地・アクセス／ 荒／／／駒膨紐岩手娯遠貯柑附慰牛/fl/JR遠野騨より庫で約35分

所在池・アクセス／士溜凶口槃落岩手娯遠舒夜士溜勿／JR遠貯費よク疸で約25分

文化的景観の概要
『遠野物語』に象徴される遠野の文化的景観。荒川高原牧場は、馬産地遠野の原点といえる景観で‘、

早池峰山周辺の準平原に広がる牧草地を利用し、夏山冬里方式という独特の放牧に関する土地利用の在`

り方を示している。荒川高原の麓にある荒川駒形神社は、創建年代が中世まで遡る可能性のある、遠野

を代表する駒形神社で馬産の守護神を祀る。土淵山口集落は、 『遠野物語』の題材を著者柳EB國男に語っ

た佐々木喜善が生まれ育った地で、 『遠野物語』の説話

の舞台となった様々な場所や家屋敷が集まっている。遠

野中心部と三陸沿岸部との中間地点に位置し、街道を軸

に発展した集落であり、昭和 34年 (1959) に街道が切

り替えられたため大規模な開発を免れ、遠野の農村部に

おける集落景観と、伝統的な生活文化や共同社会をよく

残している。

遠野市の紹介
遠野市は岩手県南東部、北上高地の中央に位置し、

825.62 kmという広大な面積を有している。藩政時代は

遠野南部氏 12,500石の城下町で、内陸と沿岸の中継

地として栄えてきた。

柳田國男著 『遠野物語』によって、民話の里として全

国的に知られる。市内には、重要文化的景観の他、重要

文化財「旧菊池家住宅」「千葉家住宅」、史跡「綾織新田

遺跡」、特別天然記念物「早池峰山及び薬師岳の高山帯・

森林植物群落」などの国指定文化財が所在する。
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選定年万B／平威18年 7ガ28B

選定面積／ 337.5ha

種］／農柑羞親 (-).(/1)

所在池／岩手原一閑就厳美ff/f字駒形ほか

アクセス／策北店励直道

—閉JCより痕で約20分

JRーノ腐費より草で約30分

文化的景観の概要
「ー関本寺の農村景観」が所在する本

寺地区は、その昔「骨寺村」と呼ばれた

中尊寺の経蔵別当の所領で、中尊寺に伝

存する国の重要文化財である 2枚の「陸

奥国骨寺村絵図」や古文書により、現在

でも村の範囲や景観、内容を具体的に知

ることができる荘園遺跡です。

平野部には、曲がりくねった土水路や

不整形な小区画の水田が広がり、「イグ

ネ」と呼ばれる屋敷林に囲まれた民家が

点在しています。地域を取り巻く里山を

中心に神社や祠が要所に祀られているな

ど、中世から連綿と続く土地利用の形態

を維持しつつも、その時代に応じて緩や

かな変化を加えた地域の人々の営みに

よって、この景観が形成されてきました。

現在もなお、中世の風を体感できる農村

景観は、近年失われつつある日本の原風

景でもあり、訪れる人々の 0マンをかき

たてます。

ー関市の紹介
東北のほぼ中心、仙台市と盛岡市の中間

に位置する当市は、古くから交通の要衝と

して栄え、県南の中核都市の役割を担っ

てきました。栗駒山や室根山などの四季

折々に多彩な表情を見せる山々や、磐井川

や砂鉄川といった支流が合流し、緩やかに

流れる北上川など豊かな自然に恵まれてい

ます。また、骨寺村荘園遺跡をはじめとす
せり ふ

る多くの文化財や「科白神楽」とも呼ばれ

る南部神楽など、連綿と続く歴史と文化を

街中で体感することができます。

6
 



| 』-

・｛主来及級左派町揚ぬ景観

選定年月B／平戚 25年3月27月 選定面積1/255.9ha 糀別／複伶景親選定甚泄二 （五） ・（七） ・（八）

所在地／凶形娯西柑凶糀大肛lfIf大字友沢地方ほか

文化的景観の概要
左沢の市街地は、山形県の置賜地方から五百川峡谷を流れ下った最上川は、楯山にぶつかり大きく流

れの向きを変えて村山盆地に流れ出る場所に展開します。中世、楯山には最上）11を見下ろすように大規

模な山城がありました。 また、江戸時代には、最上川沿いに米沢藩の「舟屋敷」が整備されて河岸が展

開しました。 そして、近郊で産出される青苧など農産物の取引を中心に、最上川舟運によって町場が発

達します。近代に入り、左沢市街地を燃えつくした大火や、鉄道が開通するなど交通事情の変化を受け、

時代にあわせて町を改変しながら、今の左沢の市街地が形成されました。 このような左沢の景観は、城

下町及び最上川舟運の河岸集落に起源を持つ、都市構造の重層及び都市機能の複合が特徴的な町場景観

として重要文化的景観に選定されました。

大江町の紹介
大江町は山形県のほぼ中央に位置し、東の

最上川、西の朝日連峰、その 2つを結ぶ月布

川によって形成される自然豊かな町です。面

積は 153.92k血人口は 8,946人 (26年4月

1 日現在）、東か ら大きく左沢•本郷・七軒

地区に分けることができ、市街地にはJR 

左沢線の終着駅 「左沢駅」があります。夏に

は山形県内で最も古くから開かれている「水

郷大江夏まつり灯ろう流し・花火大会」が、

秋には囃子屋台やシシ踊りが町を練り歩く

「大江の秋まつり」が開催されます。温泉や

旬の果物など、四季を通して楽しむことがで ， 

きます。
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選定年ガB／平威23年9ガ 2IB 選定面積／ 606.5ha fJ/lffi.!I／複伶景親地

所在池／群慰娯邑楽器板倉fJ尻⇔噂老瀬の一部、大字下五朗の一部、大字板倉の一部

ー級Iii/JI/籾痰／／／の一部、渡庭槻／／／の一部’、渡炭漱遊水池の一部’、谷尻／／／の一部
アクセス／草 ：炭北音励庫道餅淋ICから屠遥354号線を古／iiJガ面へ 電草：庚武B始線r板倉庚洋大前統／下草

文化的景観の概要
「利根川・渡良瀬川合流域の水場景観」は、大河川の合流域で形成された水と共生する生活生業の文

化が価値の高い文化的景観として選定されました。

板倉町には、利根川と渡良瀬川との合流域に形成された広大な低湿地が展開しており、水場 （みずば）

と称されています。古来より、オオミズの害と益を受けながら、生活を営むための様々な工夫が行われ

てきました。自然堤防上に造られた「沼除堤 （ぬまよけづづみ）」や水防建築の「水塚（みつか）」、低

地農法としての 「川田 （かわだ）」、薪をとるための 「柳山 （やなぎやま ）」などです。中世末期から近

世 （約 400年前）にかけて造られた囲堤 （かこいづつみ）や流路変更などの大規模な治水事業や水利

ジステムによって、現在の穀倉地帯が形成されてきた歴史があります。 現在は、豊かな生態系が育まれ、

極めて良好な保全状態にあります。

板倉町の紹介
板倉町は、関東平野の中央、群馬県の最

東南端にあり、埼玉県と栃木県の県境に接し

ます。町の南側には、わが国最大の流域面積

を誇る利根川が流れ、北側にはその利根川水

系最大の支流である渡良瀬川が流れます。ま

た、町の東側は 2012年にラムサール条約登

録湿地となった渡良瀬遊水地に接します。

町の総面積のうち、約 55パーセントを農

地が占めます。豊富な水と平坦な地勢、群馬

県下で最も温暖な気候を上手に利用し、水田、

畑の多い農業が盛んな町です。
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佐渡西三川の砂金山由来の農

選定年ガH／平威23年9ガ21B 選定面横／519.Jha

所在池／噺潟娯佐渡市西三／／／、（f!J

秘汲ル／複令景艘 ー・(-)・（五）・（六）・（八）

文化的景観の概要
佐渡市南西部の西三川川流域一帯は、平安時代の 『今昔物語集』にみえる砂金採取の舞台とされてお

り、佐渡最古の金山として明治5年 (1872)まで採掘が行われた。

閉山後は、砂金採掘跡地や周辺集落の共有地の農地開発、炭焼きなどをしながら、今日まで人々の・暮

らしが受け継がれてきた。中でも、西三川砂金山の中心地として栄えた笹川集落周辺には、長年の砂金

採掘によって形作られた平地・急斜面を巧みに利用した屋敷配置や、砂金採掘で出たガラ石を用いた石

垣などをみることができる。

このように、鉱業から農林業へと土地利用の移り変わりを示す独特な景観が評価され、平成 23年9

月 21日、新潟県内初の重要文化的景観に選定された。なお、平成元年まで操業した相川金銀山が所在

する相川地区においても、現在重要文化的景観選定申出に向けた準備を進めている。

佐渡市の紹介
古くから佐渡島は、日本海交通の要衝

として栄え、江戸時代以降は佐渡金銀山

の隆盛ともあいまって、全国各地から人

や物資を受け入れたことにより独自の文

化が花開き、能・人形芝居・鬼太鼓など

の伝統芸能が現在も受け継がれている。

産業は農林水産業と観光業が中心で、米・

柿•干しシイタケ・ブリ•イカなどの産

物や、釣り・トレッキング・ダイビング

などのスポットとしても知られ、近年で

はトキの野生復帰に向けた取組みも行わ

れている。

，
 



（浅野川の友禅流し）

～市民の生活の中に受け継てれています。

化

選定年ガB／平成22年2ガ22B

選定面積／292.Oha

種渭／複令景艘（五）・（七）（八）

所在池／、 ／／／娯釜沢市広坂I丁ll1券I岩勉

文化的景観の概要
現在の市街地に重なって認められる

城下町の構造は、概ね寛文年間に完成

し、 400年以上戦禍に遭わず大規模な改

変を加えられないままで現在に至ってい

ます。 したがって、現在の金沢市街地の

街路や用水をはじめとする形態的な特徴

は、城下町の計画性に基づ〈ものである

ことがいえます。

また、三代前田利常、五代網紀によっ

て推進され、城下町によって育まれた伝

統文化 （茶道や能など）や伝統技術 （金

箔や加賀友禅など）は、今もなお、金沢

このように、 「金沢の文化的景観城下町の伝統と文化」は、城下町の都市構造を現在まで継承し、現

在の都市景観に反映されるとともに、城下町が醸成した伝統と文化に基づく独特の界隈を生み出す貴重

な文化的景観であります。

金沢市の紹介
＜＜北陸新幹線が開業します≫

平成27年3月14日に北陸新幹線が開業します。金沢と東京が約2時間30分で結ばれ、観光やビジネス、

10 

ショッピングなど、より身近に金沢の

魅力を楽しめるようになります。ぜひ、

多くの方々が、北陸新幹線を活用し、

金沢の文化的景観を体感していただけ

るようお待ちしております。



|]1、 福井県福井市

日本水仙群生地（越前水仙） （未選定）

所在池／濡井版趙廼地区庖邪一帯

アクセス／／店動草北陸店勤阜道瘤迂ICよク屠道・417号線、屠遥365号線、属道305ザ線経伯

鉄道・ ・バス JR福芹騨から炭播バス来崎線、バス序偉絨泳仙の星公励／下衷

............................................................................................................................ -:.:..・ 

文化的景観の概要
福井市越廼地区は福井県の北西部、日本海に面しています。地区の多くは、海岸線近〈まで急な山の

斜面が迫る越前海岸特有の地形になっています。こ

うした厳しい地形で栽培される越前水仙は、冬の季

節風に耐えながら斜面一面に白い花を咲かせ、この

地区特有の美しい景観を創り出しています。

越前における水仙については、室町時代の記録

「蔭涼軒日録」に越前国府の妙法寺から京都の相国

寺を経て、将軍家に毎年水仙が献上されたという記

録が残っており、この時期にはすでに越前で水仙の

栽培が行われていた可能性がうかがえます。

福井市の紹介
冬の越前水仙と並ぶ福井市の自慢の景観に、春の

足羽川桜並木があります。福井市中心部を流れる足

羽川両岸に全長約 2.2kmにわたって、約 600本の

桜が植えられ、「日本さくら名所 100選」にも選ば

れています。桜の開花時期にはライトアップも行わ ＝ 
れ、幻想的なピンクのトンネルとなり、市民をはじ

め多くの観光客で賑わいます。
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腔沼のブドウ姻と クイナリー群 選定年ガH：未選定

所在地／凶梨展甲州税勝沼町蕨招ほか

アクセス／JR中央線厭沼ぶどう繹騨下鹿

妥たは中央店励鹿遁勝招IC

文化的景観の概要
甲州市勝沼地域のブドウ栽培の歴史は古〈 、江戸時

代中期には山側の傾斜地や河川敷に近い場所で栽培さ

れていました。ブドウの発祥については、本堂が国宝

に指定されている古刹・大善寺を開創した僧行基に由

～来する説話が残っており、栽培当初から勝沼地域の歴

史と深〈関わってきたことが分ります。栽培耕地が飛

躍的に増加したのは明治期以降で、近代化に伴いワイ

ソ産業が推奨され、明治 10年には日本で始めての民

間のワイン醸造会社が設立されています。

「甲州種」 というブドウは日本最古の品種で、主に

ワインの原料として栽培されています。近年醸造家の

努力により甲州種が国際的な品種として登録され、甲

州種のワインは海外にも輸出されています。江戸時代

から続いてきたブドウ栽培は、明治期に誕生したワイ

、ノ産業とともに発達し、勝沼地域にしかみられない文

化的景観を育んできました。

甲州市の紹介
＜＜歴史と文化、果樹園のまち 甲州市≫

私浬のコロガキを干す槃落 選定年月B：未選定

所在池／凶梨娯甲州庫塩凶小屋敷ほか

アクセス／ JR中央線塩凶釈下草

麦たは中央月勁庫道勝沼IC

文化的景観の概要
渋柿を干して脱渋した干し柿は全国でみられます

が、甲州市塩山地域の松里地区 （上井尻・三日市場・

小屋敷•藤木・下柚木） の干し柿は 「松里のコロガキ 」

としてよ〈知られています。カキは 「甲州百目」 と

いう品種が主で、百目とは百匁が転訛したと思われ、

その名の通り大きいもので400グラムにもなります。

コ〇ガキ生産の始まりは、一説では武田信玄が推

奨したともいわれていますが定かではありません。

江戸時代には枝柿という名で甲府勤番から幕府へ献

上されるほどの名物となっていました。

11月に入るとカキの収穫が始まり、皮を剥いて紐

に括られた状態で 「硫黄薫蒸」 をし、 その後民家の

軒先などに吊るされます。硫黄をあてることにより

表面が殺菌され、黒ずむことなくあめ色に仕上がり

ます。オレン ジ色のコ〇ガキのすだれは、晩秋の塩

山松里地区の特徴的な文化的景観です。

甲州市は、 ．旧塩山市・旧勝沼町・旧大和村が合併し誕生しました。県内屈指の古刹が集まる地で、武

田信玄の菩提寺の恵林寺、本堂が国宝指定の大善寺、武田勝頼の菩提

寺の景徳院などがよく知られています。文化財も多く 、県内に 5件

しかない国宝のうち、 3件（大善寺本堂、絹本著色達磨図、小桜軍威

鎧）が所在します。

果樹栽培が盛んで、冬から春にかけてのイチゴ、初夏のサクランボ、

盛夏のモモ・スモモ、晩夏から中秋にかけてのブドウ、晩秋のコロガ

キと、年間を通して豊富なフルーツが楽しめます。
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選定年JJB／平威22年2ガ22B 所在地／長殿原千肋夜大字八幅字鍍捨ほか

アクセス／JR篠ノ芽線娩捨騨下草徒歩5分、しなの鉄道屋代騨下草崩15分、長貯店勁草道婢捨SA

（スマートインクー）下直鹿5分、閑越酋励車道更埴JC下直庫15分

選定面穂／64.3ha 親'l!!I/召KB1・効't!Jなどの晨籾に閉する景般(-)

文化的景観の概要
媛捨の棚田は、我が国で初めて文化財指定を受けた農耕地、棚田が織り成す文化的景観です。棚田は、

みつみねさん

三峰山 (l,13 l m)を背に善光寺平を一望する標高 460mから 560mに至る面積約 40ha、約 1,500孜

を数えます。

妓捨は、 『古今和歌集』(905年）に初めて 「女夷捨山の月」 と歌に詠まれ、 また 『大和物語』(956年）

にみられる棄老説話等、古くから月の名所として数々の歌が詠まれてきました。16世紀半ばから造ら

れていった棚田は、特に江戸時代には文学・絵画の題材に取り上げられるなど、文化的景観の優れたも

のとして指定を受けたものです。
ちくまがわ

妓捨の棚田の眼下には、善光寺平を北流する千曲川や、千曲市や長野市街地を望み、遠く新潟県境の

山々を一望する眺望景観が優れた棚田です。

千曲市の紹介
千曲市は、平成 15年旧更埴市・戸倉町 ・上

山田町が合併し、誕生いたしました。市名は、

市域の中央部を流れる千曲川（新潟県に入り信

濃川）から名付けられました。

市内には長野県下で最大の前方後円墳（全長

100 m、史跡）、森将軍塚古墳が築造当時の姿

に復原整備され、毎年 300校、 2万人の子ど

もたちが古墳時代について学習しています。

もりしょうぐんづか

（築造当時の姿に復原整備、森将軍塚古墳）
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白木の格子の町並み （川原町地区）

選定年JJB／平威26年3/J18 B 所在地／岐阜娯岐阜布選定面積／33I.9ha !Jffplj／複伶景般｛三） （四）｛七）｛八）
アクセス／庁勁庫 名卯高速道踏r岐阜拶烏IC]から約30分 炭侮北陸店励庫道］岐阜各務源ICJから約20分

電単 ・バス JR名吉屋jf/rから JR岐阜統妥で約20分

中部寓際空港から名鉄岐阜騨妥で約60分航からバスで約15分

ー文化的景観の概要
岐阜の人々は、古くから長良川や金華山と共に生きてきました。

長良川の水量や水質の良さにより、鵜飼などの漁業、材木・和紙などを扱う問屋業が発展し、また竹や

和紙が入手しやすいことから、提灯・団扇・ 傘などを生産する手工業が発達しました。

町は斎藤道三や織田信長が作り、商業活動により江戸時代を通して発展し、明治 24年 (1891年）

の濃尾地震により壊減的な被害を受けた後も、ほぼ形を変えることなく復興を遂げました。明治 43年

(1910年）、 金華山山頂に岐阜城復興天守が造られると、地域の人々 は、家の中から金華山や岐阜城が

見える位置に本座敷をつくるようになりました。 また人々は、家屋前面の格子や窓枠などを、年に数回

水や湯で洗うため、白木の格子の町並みという独特な景観が生まれました。

そのような町の中で、人々は長良川や金華山の恵みを受けながら、またいつも川と山を意識しながら

生活や生業を営んでいます。

金華山山頂から見た市街地の夜景

（手前が旧城下町地区）

岐阜市の紹介
岐阜市は、人口 40万人以上を数える都市であり

ながら、織田信長公ゆかりの岐阜城を頂く金華山や、

1300年の伝統を誇る鵜飼で名高い清流長良川など、

深みと厚みのある歴史や文化、自然に恵まれていま

す。

近年は、高度な都市機能を有する県都として、ま

た中部圏有数の中核都市として発展を続けていま

す。
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選定年ガB 界戚18年1ガ 26B（当初 所在地／滋賀娯近江八幅成

選定面税／354.Oha 穫別／複奇景般（五）（八）（ー）（三）

アクセス／草 ：名那高速道踏 竜王ICから近江八幅成戻で約20分

鉄道：JR昆琶湖線r近江八幅／別妥で庚郁から籾30分米原から紗20分
琥仔横：殷西厨際空港から炭都銃経伯約1暗閻50分

文化的景観の概要
文化的景観近江八幡の水郷は、琵琶湖の内湖である西の湖周辺で形成する水郷地帯で、ヨシ地、水路、

水田、集落、里山の 5つの要素をもった景観です。この 5要素が自然的に貴重種を含め動植物が生息し

ている中で、社会的にヨシの生産と加工、漁業、水田を形成した農業、そしてこれらを生業とした生活

が現在でも営まれています。琵琶湖には戦前までは、大小 40ほど内湖があり、これらは当たり前に見

られた風景でありますが、現在はこの近江八幡の水郷が唯ーです。琵琶湖周辺の原風景の一つであった

ことを伺い知ることができます。なお、八幡堀部分の選定域は、水運として重要伝統的建造物群保存地

区とともに歩調を合わせています。

近江八幡市の紹介
ー歴史の原風景が残る近江八幡ー

近江八幡市は、琵琶湖の南岸、滋賀県の中

ほどに位置する人口約 8万人を有する市で

す。この文化的景観の他、近江守護六角氏の

本拠地、織田信長の拠点安士城跡と豊臣秀次

の八幡山城跡があり、江戸時代には全国で活

躍した近江商人の一拠点であった八幡町の一 ， 

部は重要伝統的建造物群保存地区として景観

を保っています。
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選定年ガB／平威22年8月5B 選定年ガB／平咸20年3ガ28B

所在地／滋賀県高島市新旭町針江および旭の一部 肋在地／／滋負ロj!f!局^烏市マキノ附侮津 ・西浜・支I内の湖岸一帯▲

アクセス／JR京都駅から湖西線新旭駅下車、徒歩約 15分 アクセス／'JR哀・:/If航7から湖西線マキノJf/r下衷、 徒歩約15分

選定面積／295.9ha 選定面積／ 1,842ha

種別／水の利用に関する景観地、居住に関する景観地 種汐l/7}(の利肱りに1J!Jするfff艘池、流~．往来t/J!Jする景：認地

文化的景観の概要
「高島市針江・霜降の水辺景観」は、市の中央

部を流れる安曇川の伏流水を主な起源とした湧水

によって形成された、多くの 「カバタ」や複数の

～水路が存在する豊かな水辺景観です。「カバタ」

とは、集落内の多くの家庭に現在も存在し使用さ

れ続けている、湧水を活用した石造りの洗い場（台

所）のことで、この地域の「水とともに生きる生

活文化」を代表するものです。 また、湖岸に広が

るヨシの群生地は琵琶湖岸の代表的な景観となっ

ています。

高島市の紹介

文化的景観の概要
琵琶湖の北西端の湖岸一帯に広がる「高島市海

津・西浜・知内の水辺景観」は、日本海から琵琶

湖を経て京都・大津に向かう湖上・陸上交通網の

結節点として古〈から繁栄し、現在も江戸時代の

宿場・港町の姿をしのばせる町並みや湖岸の石積

みが残る地域です。湖岸に約1.2kmにわたって続

〈石積みは、江戸時代中期に波除のために造られ

たもので、何度も修繕を繰り返しながら、住民が

大切に守り続けてきたことが分かっています。一

方、アユ漁を中心とした漁業の拠点としても発展

し、琵琶湖の環境に合わせて発達した伝統的漁法

が今も継承されています。

高島市は、琵琶湖に注ぎ込むいくつかの河川とその周辺に広がる扇状地、そして、琵琶湖に注ぎ込む

水の源流域となる山地を有し、豊かな自然とそこに住む人々が作り上げた水辺の文化的景観が残されて

います。
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選定年月B 平戚21年2ガ 12B 所在池／涼都府宇治序

アクセス／京都寮からJR奈炭線で宇治数妥で17分

炭都額から近鉄大久保銃下鹿バスで15分、哀阪中欝島騨から宇治線で宇治荻妥で 15分

選定面積／228.5ha 親別／複仕景認（ー）、（五）、（六）、（七）、（八）

文化的景観の概要
古来より水陸交通の要衝であった宇治は、平安時代後期、藤原氏の別業造営によって都市的発展を嘘：

げ、その歴史は平等院や宇治上神社などの文化財や現在の街路に継承されています。 また、宇治は小河

川が形成した扇状地形が発達しており、水はけの良い地質特性から茶の栽培が中世に根付き、江戸時代
おいした

には天下の茶どころとしての名声を獲得します。現在も伝統的な覆下茶園による栽培から製茶、販売ま

での一連の茶業の景観をまちなかで見ることができます。

「宇治の文化的景観」は風光明媚な宇治川景観を骨格に、平安時代以来のまちに中世以来の伝統的な

茶業風景が息づく文化的景観です。

平成 25年度には重要構成要素の茶商屋敷の修理を行い、茶葉をブレンドする際の色味や艶を自然光
はいけんば

で審査する「拝見場」を復元しました。通りに張り出した特徴的な拝見場の施設は宇治茶の品質維持に

は欠かせない茶商のジンボルです。

宇治市の紹介
京都府の南部に位置する宇治市は、世界遺産の平等院や

宇治上神社などの歴史遺産をはじめ、宇治茶や美しい自然

景観を求めて年間 500万人が訪れる観光都市です。一年

の中で宇治のまちがもっとも活気づくのは初夏。新茶の

シーズンです。 5月初旬、覆いの下で茶摘みがはじまりま

す。摘んだ新芽はすぐに製茶工場に運ばれ新茶に仕上げら

れています。茶摘みの期間はわずか 1か月。茶摘みが終

わると、縣祭や大幣神事などの祭礼が始まります。縣祭は

収穫祭、大幣神事は中世の面影を残す厄除け祭です。どち

らも宇治の伝統と文化を伝える大切なお祭りです。

17 
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文化的景観の概要
亀岡市において最大の河川である桂川は、上流を大堰川、下流を保津川と呼ばれる。大堰川（保津川）

は、古代より丹波・丹後の木材や農産物を京都へ運ぶ重要な水路として利用された。川の中には、水寄

世と呼ばれる石積みの水制などが見られる。

ー 水の流れが急になる保津峡の狭窄部に位置する保津集落・山本集落は、水運の最後の中継地として、

近世以降、大きく発展した。 また、この喉元のような地形は、大水の時には幾度となく川を氾濫させた。

人々は、昔から浸水しやすい低地を農地、川の氾濫を避けて段丘上の水の得やすい山裾を宅地として利

用し、農業と水運業を行い暮らしてきた。集落には、舟運に関わる植生や限られた水資源の利用方法に

特徴がある。 このように、人々が保津峡の入り 0という川筋に生きる知恵を育み、それによって、生み

出された文化的景観である。

亀岡市の紹介
亀岡市は、京都府の口丹波地域に位置し、京都市や大阪府と隣接する豊かな自然に包まれたまちであ

る。人口は約9万2千人、京都府最大の農地を有し、稲作や京野菜の栽培が盛んである。丹波国分寺跡
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などの史跡や明智光秀の居城であった亀山

城址、城下町が残り、都に近かったことか

ら歴史上の人物ゆかりの寺社や伝説等も多

く、歴史の深いまちでもある。また、保津

川下りは、江戸時代の荷船の頃からの伝統

的な操船技術が伝わり、国内外から多くの

人が訪れている。



選定年ガB／平咸26年3ガ 18B 所在地／朝来夜生歎叩府

アクセス／ （草）播仮連絡道踏生歎ランプ下草 （姫屈絡方面から） 播侶連絡生蜀北第 1ランプ下衷（籾9J凶方面から）

(JR) JR播但線生歎貌下草

選定面稽／963.4ha 穂別／複伶梃認 （六） ・（七）

文化的景観の概要
生野鉱山には金・銀・スズのほか多種の鉱物を含む鉱脈があり、室町時代以降、昭和 48年 (1973)

の閉山まで、わが国有数の鉱山として機能した。生野市街地には、鉱業都市を示す要素が数多く分布し

ている。かつて物資の輸送路として活躍した馬車道やトロッコ道は、現在も国道・市道として機能して

いる。 また、製錬滓をブロ ック状に固めたカラミ石は、民家の土台や塀、水路など至る所で用いられて

いる。かつて鉱山に関わる信仰として行われた祭礼や習俗・伝統が、現在も継承されている。

このように、生野鉱山及び鉱山町の文化的景観は、鉱山開発及びそれに伴う都市発展によって形成され

ており、現役の鉱業都市として生産活動及び祭礼等の習俗を継続しつつ、 トロ ッコ道跡や官舎群など鉱

業都市に独特の土地利用の在り方を示している。国の重要文化的景観に選定されるのは、兵庫県内では

初めての例であり、現役の鉱業都市としては全国で初めてである。

朝来市の紹介
朝来市は兵庫県のほぼ中央部に位置し、但馬・

山陰地方と京阪神を結ぶ交通の要衝にあたる。

市域は南北約32km、東西約24kmに広がり、

面積は 402.98平方 kmである。

朝来市は、市川と円山）1|の源を発する美しい

山々が広がり、豊かな自然のなかに数多くの文

化遺産が存在する。史跡茶すり山古墳をはじめ

とした古代から、史跡竹田城跡を代表とする城

跡の時代を経て、日本の近代化を支えた鉱山に

至るまで、多くの遺産が存在している。 史跡竹田城跡
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選定年ガB／平威25年10ガ 17B 所在地／禾鴎加／媒存困瓶有厨／／／叩三厨、清次

アクセス／JR藤並貌下庫、

宥丑7鉄遥バス・存叩／／／勿観光施設巡血バス（無料）莉居約1暗閻

選定而横／110.7ha 稽別／複伶景糾(-)・（八）

ー文化的景観の概要
蘭島及び三田・清水の農山村景観は、有田川上流域の河岸段丘地形に展開する文化的景観です。景観

の中核をなす蘭島（あらぎ島）は、有田川に沿って扇形に張り出す段丘地形に営まれた棚田景観であり、

審美的な価値が高く評価されています。当地域の開発は、中世の阿豆河荘に遡り、近世には大庄屋笠松

左太夫による集落・農地開発が行われました。当地域では、灌漑用水路は「湯」、水利組合は田人（たど）

と呼ばれ、伝統的な水利慣行によって現在に継承されています。当文化的景観は、大部分を山間地が占

める厳しい自然条件下にあって、独特の河岸段丘地形をいかした稲作や林業、豊富な水源と和紙の原料

であるコウゾ栽培に適した霧の発生しやすい気候条件を活か

した保田紙（和紙）生産などの生業活動によって形成されて

きた特徴的な文化的景観です。

有田川町の紹介
有田川町は、紀伊半島の北西部に位置しています。

平成 18年に有田川流域の吉備町・金屋町・清水町の 3町が

合併し、和歌山県内では人ロ・面積ともに一番大きな町とし

て誕生しました。

重要文化的島及び三田・清水の農山村景観」が位置する有

田川上流域は、全国一のぶどう山椒の生産地であるのに対し、

有田川下流域は、有田みかんの主産地であり、山の頂上付近

まで開墾された段々畑など独特の畑地景観がみられます。
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選定年ガB／平戚19年 7ガ26B 所在池／愛媛娯字籾島直遊子1860番タf.

アクセス／宇籾烏遣路宇籾烏南ICより庫で30分（厚遭56ザ→媒道37号→屎遣346号）

選定面積／82825.20m" 稽jJ!J／次fll•:t/II地などの嬰耕に閉する景紹池

文化的景観の概要
水荷浦は、市西部沿岸、宇和海に面する三浦半島遊子地

区の最北部にある 44世帯、 139名の小さな漁業集落であ

る。

この一帯は、海岸線から一気に 30~40度の急斜面が

続き、水源となりうる河川や居住空間としての平地はほと

んど見当たらず、人間が生活してい〈上では苛酷な環境で

あるにもかかわらず、全国屈指のリアス式海岸に黒潮が流

れ込む豊かな海が広がっていることから、古くからイワジ

漁を糧とした漁村が営まれ、食糧確保のため急傾斜を切り

開き、半漁半農の生業が続けられてきた。高度成長期に入

り、イワシ漁から養殖業への転換がはかられ、多くの漁村

で畑は放棄されていく中、水荷浦だけは半漁半農の営みを

途絶えさすことなく、今でもなお、海と山に生きる漁民の

這しさを感じ取ることできる独特の景観が残されている。

宇和島市の紹介
当市は、愛媛県南西部にあり、四国と九州を隔てる豊後

水道に面し、東西約 38km、南北約 35km、面積は約 470k血

人口約 8万人となる。西は宇和海に面する日本屈指のリア

愛媛県 宇和島四ー」

ス式海岸が続き、残り三方は急峻な山々に囲饒、東南部 1,000m級の鬼ヶ城山系は高知県との分水嶺

となる。宇和島市は、古くは宇和郡の辺境であったが、文禄 4(1595)年、藤堂高虎が宇和郡領主と

なり当市を本拠として以降、西南四国の中核都市として発展、現在に至っている。
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所在池／松野町大字蕨生、松丸・返野々筈

アクセス／店励草：三閲ICから私(jjJf/f1I妥で約15分

朋仔横：予談潔（松凶銃から宇籾島釧戻で、 1時閻20分）、 予土線（宇禾／島騨から松丸騨妥で約45分）

～文化的景観の概要
蕨生地区奥内は、遊鶴羽・下組•本谷・榎谷の大き〈 4 地域からなり、日本の棚田百選にも選定された

石積みによる棚田が広がっている。県指定の天然記念物である「逆杖のイチョウ」や町指定の建造物で

ある 「奥内薬師堂」など農耕や信仰に関連する文化財も多い。そのほかにも、町の中心部を形成する松

丸・延野々地区では四万十川支流の広見川大井手による水田をはじめ、信仰の対象としての広福寺や大

森城、その対岸には近世にはじまる松丸街道等がある。現在、松野町ではこれらの地域について、文化

的景観選定に向けた調査事業を実施中である。

松野町の紹介

松野町は、愛媛県の西南部、高知

県との県境に位置しており、人口は

約 4,300人である。

周囲は標高 900~1,200m級の

山々に取り囲まれた山間の町で、

四万十川の支流となる広見川や目黒

川が流れ、河岸段丘によって平坦地

が形成される。主要な産業は農業で、

米、挑、茶、梅等が特産品として知

られ、川漁では伝統的なジゴク漁に

よって得られる天然ウナギも町を代

表する水産天然資源となっている。
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量．9,:•,： 高知県四万十市

四万十川流域f!)笈尽化的景観・下流域のル学い士

選定年ガB／平威21年2月12B

所在池／四万十甫西土佐莫屋内字トヤガモリ1ft!J 

選定面税／5，303.6ha 瓶別／複伶暴般 （三）・（殴）・（五）・（七）・（八）

文化的景観の概要
四万十川流域の文化的景観は、四万十川流域の 5市町が連携して取り組みを進め、重要文化的景観

の選定をうけたものです。流域では上流、中流、下流域ごとに地形や気候に応じた土地利用や川との関

わり方において独自性を保ちつつ、四万十川を介して一体的な繋がりを紡いでいます。

その最下流域に位置する四万十市の文化的景観は、豊かな生態系を育む汽水域を中心とした漁労や、

川を使った物資の流通を基軸に形成された景観で構成されています。 とくに黒尊？口屋内地区は支流と

本流、川港間を絆く結節点として特徴的であり、河口の集積港として発達した下133地域は港湾として特

徴的な景観を今に伝えています。沈下橋を渡る子どもたち、夏場に水面を彩るカヌー、冬の河口に広が

るひびノリの風景等季節ごとの様々な姿が四万十川の多様な利用を物語っています。

四万十市の紹介
四万十市は、高知県西南部に位置し、市域

の大半を占める山林とその間を縫って南流す

る四万十川が太平洋にそそぐ自然環境豊かな

町です。平成 17年 4月 10日に旧中村市と

旧西士佐村が合併して人口約 36,000人、面

積 632.42k前の四万十市が誕生しました。市

街地は今から 550年前、前関白一條教房公

が応仁の乱を期にこの地に下向し、京都を模

したまちづくりを始めたことから「士佐の小

京都」と呼ばれています。

四万十川が海に注ぐ町
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選定年ガB／平咸24年9ガ 19B

所在地／豊筋夜大字戎菩招・烏井畑

アクセス／JRB豊本線宇島貌下庫、

豊前柑バス 「宇烏駅鵬バス序から

厄だ菩糾資料廂前在／バス乗庫、

約40分

選定面積／約42. 4 ha 

種別／二複食景親(-)・（八）

文化的景観の概要
すおうなだ

求菩提の農村景観は、周防灘に注ぐ河

川沿いの狭陰な谷間に営まれた農耕・居

住の土地利用の在り方を示し、この地域

の里に住む人々と山との関係を典型的に

表す文化的景観の事例である。 それは、

天台修験の聖地であった求菩提山（標高

782メートル）の行場をはじめ、修験者

の生活の基盤となった山麓の村落・農地
ぷしゅう

の姿を描いた 18世紀後半の『豊品（州）
くぼてさんえす

求菩提山絵図』とも照合できる点で貴重

である。山の岩峰や岩窟群の位置・形姿
とりいはた

は往時と変わらず、山麓の鳥井畑の村落

及び棚田・茶畑などの農地も基本的な骨

格・構造がほぼ変わることなく現在に継

承されてきた。精巧な給排水網の下に野面積みの石積みにより区画された棚田の区域には、「ッチ小屋」

と呼ぶ石積みの農具保管庫も点在し、修験者が伝えた石積みの技術の名残を示す独特の農地景観が見ら

れる。村落には、豊前修験道の祭礼の流れを汲むお田植祭をはじめ、季節の節目を成す伝統行事も伝え

られている。

豊前市の紹介
豊前市は、福岡県の東南端に位置し、南

に修験道の聖地である求菩提山（国指定史

跡）、国指定天然記念物「ツクシシャクナゲ」

の群生する犬ヶ岳が蓋え立ちます。これら

に源を発する佐井川と岩岳川を中心に豊前

平野が開け、．北は波静かな豊前海（周防灘）

に面しています。

秋になると、市内 50ヶ所余りの神社で

神楽が奉納されます。豊前神楽は、修験の

影響が特徴です。中でも湯立神楽では、高

さ 10mに及ぶ斎鉾に登る鬼が参拝客の度

肝を抜き、最後に行われる火渡りは修験者

の気迫そのままに私達を圧倒します。
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選定年ガB／平威24年9ガ 19B 選定面fJi/456.Iha 稽槻／複伶景認(-)・（八）

所在地／炎綺市西出淮歎衷・出津叩の全域灰ひ噺牧野町の一部

アクセス／［直存の場分1是綺絣崩バス保から長紛バス（さいかい交通）［板の瓶／仔き乗鹿、紺津文化柑バス序下鹿(J,:,JJ瓶l!IJI0分）
l乗換の墟分1長紛貌筋バス伊から長綺バスr桜の星クーミナルJ仔き乗草、桜の星クーミナルバス傑下草（約1膀閻）、

長緒バス（さいかい交遊）「板の流／仔きに乗換、 出淮文化柑バス序下夜（約25分）

文化的景観の概要
長崎市北部の外海地域は、 17世紀はじめ、甘藷栽培の拡大に伴って斜面地の開墾が進み、畑が山頂

まで切り拓かれました。急峻な地形が多い外海地域では、開墾した際に数多く出土し、やわらかく加工`

しやすい結晶片岩を使った田畑や宅地の石垣、海の波や風を防ぐ石築地、宅地の境界を示す石塀、家や

倉庫の石壁といった、 4つの構造に分類される多種多様な生活に密着した石積みが築かれてきました。
わら

結晶片岩に赤土と藁すさを練り込んで築いた伝統的な石壁である「ネリベイ」のほか、キリスト教の

信徒発見後の明治 12(l 879)年に主任司祭として外海

に赴任したド• O神父が伝えた、藁すさに代わり赤土に

石灰を混ぜる練積みの石壁「ド． o壁」などがあり、現

在も数多〈の石積構造物が残っています。

長崎市の紹介
「2つの世界遺産候補があるまち」

長崎市は、2つの世界遺産候補の登録に向けた取組を

進めています。 1つは、「明治日本の産業革命遺産九州・

山口と関連地域」で、日本が、幕末からわずか半世紀で、

産業国家の地位を確立したことを示す歴史的資産です。

もう 1つは、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」で、

日本におけるキリスト教の「伝来と繁栄」、「弾圧と潜伏」、

そして「復活」というプロセスを示す歴史的遺産です。

2つの世界遺産候補が存在する長崎市にお越しいただ

き、日本と西洋の文化が融合する息吹をぜひご堪能して

ください。
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選定年ガH／平威22年2ガ 22H（固年8ガ5H追加選定）

所在池／平戸市春H/J!fほか 平戸布役所から庫で約30分

選定面積／1455.2ha fJIJJJ!/／複合景紹選定基準二 （選定基準ー (-)、 一 （五）、 一 （八））

文化的景観の概要
長崎県平戸市に所在する 「平戸島の文化的景観」は、平成 22年 2月 22日 （同年 8月 5日追加選定）

に、島嶼という制約された条件の中で生活を継続してきた集落や棚田などによって構成される景観地と

して選定を受けました。石垣や石壁を有する伝統的家屋、生業を示す海から山間部まで連続する棚田群

などが景観の特徴を決定づけています。 また、これらの集落には 16世紀のキリスト教布教に起源を持

つ信仰形態が現在も継続しており、家屋に納戸神という御神体を祀るほか、聖地や殉教地を内包する独

特の景観を有しています。

選定された平戸の集落景観は、 16世紀から続くキリ ジタン文化に基づく景観形成のあり方に特徴が

あるといえます。

平戸市の紹介
平戸地域に住む人たちが文化的景

観の取り組みに期待することは、美

しい風景を残すことだけでなく、地

域活性化への確かな道筋です。選定

後に集落の中で新たに発足したまち

づくりグルーオは、「宝さがしから

持続可能な地域づくり」をキーワー

ドに、 5，年 10年先を見据えた取り

組みを始めています。地域の資源を

生かしたまちづくりの取り組みを継

続することで、地域の多様な景観は

発展的に維持されるといえます。
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五島市久賀島の文化的景観

・置‘ 長崎県五島市

選定年月B／平戚23年9月21B 

選定面積／3,881.1ha 

稽JJ!I／複分景艘（三）・（八）

所在池／五島夜久賀欧蕨附、猪之木駅fEIノ

渤荀、釧石流漁港、蕨漁港、五綸漁港、

厨ノ瘤漁港及び既園漁陪の全域． 

文化的景観の概要
五島列島中南部に位置する久賀島は、

湾口を北に開いた久賀湾が島の中央部ま

で食い込んだ馬蹄形を成している。島の

外延部を形成する標高 2~300 m級の

山々から久賀湾に流入する河川は下流部

に穏やかな傾斜の沖績地を形成してお

り、五島列島では珍しい棚田が営まれて

いる。一方、島の外周は急竣な海食崖が

発達している。こうした独特の地形条件

は、久賀島の集落における居住地形成に

大きく影響し、久賀湾に面した緩傾斜地

には棚田耕作を生業とする比較的規模の

大きい集落が形成される一方、急傾斜地

が卓越する外海側には小規模な集落が形成され、段々畑での耕作や漁業が営まれてきた。

このように、五島市久賀島の文化的景観は、地形条件に応じて形成された集落及びその生活•生業の

在り方、また島内のヤブッバキ原生林をはじめ、集落近傍に自生する椿樹とその利用によって特徴づけ

られる、価値の高い文化的景観である。

五島市の紹介
五島市が所在する五島列島は、九州の最

西端に位置し、長崎港の西方海上約 100km

にある福江島を主島に、奈留島、久賀島、

椛島、黄島、赤島、蕨小島、黒島、島山島、

嵯峨島、前島の 11の有人島と 52の無人

島から構成されている。

五島は、島内全域にヤブツバキの自生が

多く見られ、「東の伊豆大島」「西の五島」

と称されるほど椿油の生産地として名高

い。

特に、久賀島はその中心地として椿原始

林やヤブツバキの高い分布密度が認められ

るなど、地域の景観や文化を特徴付ける大

きな要因となっている。

27 



琴

選定年ガB 泥戚24年9ガ 19B 所在池／熊本娯天尊市

選定面積／857.7ha 種槻／、伶景般 (-)・（殴）・（七）・（八）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

文化的景観の概要
．崎津・今富地区は、天草下島の南西部、東ジナ海に開□する羊角湾の最奥にあります。入り江に面す
ゐ崎津は、天然の良港を活かした漁村であり、金比羅山と海に接する狭陰な土地に集落を形成していま

す。軒を連ねる家々に挟まれ形成される海に出るための小路「トゥャ」、その先には船舶の碇泊や漁具

の整備などの施設である海上構造物「カケ」が設けられ、狭い士地の中で効率よく生業を営む工夫が窺

えます。集落中央には崎津カトリック教会がたたずんでいます。入り江の最奥にある今富は、今富川の

2つの支流と、後背山に囲まれた迫地形に集落が点在し、江戸中期以降に行われた干拓事業で農地を拡

大し農業や、山林資源を基にした林業で生業をたてました。古来より崎津・今富は「崎津浦」という一

体の景観として捉えられ、「メゴイナ工」と呼ばれる行商が、峠道を往来し、生活物資を補完しあうこ

とで生活を営んできた地域です。

天草市の紹介
天草市は、熊本県南西部に位置し、周囲を藍く美しい海

に囲まれた、島嶼の中心部に位置しています。地形はほと

んどが山林で占められ、河川沿いの平地部や海岸線の河口

部に市街地や農地が展開し、温暖な気候を活かした農業や、

豊かな水産資

源を活かした

漁業を主とし

言。しまて↑： 霞lI¢ど言喜t‘JIli:I、'’V噸i
自然景観、南蛮文化やキリシタンの歴史など、多くの観光

資源にも恵まれています。県庁所在地の熊本市からは、車

で2時間ほどを要しますが、福岡・長崎・熊本・鹿児島を

結ぶ九州西岸地域の拠点地域です。
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選定年月B／平成20年 7ガ 28B（平威21年 7ガ 23B、平威22年2ガ 22B 追加選定）

所在池／熊本娯土益城撒凶都呟是源 •fEI吉 ・ 犬倒 ・噺小直康置倍菩

アクセス／窟指定質要文化I!/r逓潤橋J妥でのアクセス

・丸州庁勁痘道 「微船lCJから周道445号を約40分 (30km)

・熊本空港から原道57ザを約45分

選定面積／約 605.6 h a fj/JJJ,!J／複伶景艘 (-)・（五）・（七）

文化的景観の概要
-160年間続く地域の“暮らし”と‘‘思い’'-

近世後期に建造された「通潤橋」（国指定重要文化財）を

含む 「通潤用水」によって形成された棚田景観。峡谷に囲ま

れた地形条件から湧水による農業を主体としてきた白糸台地

一帯は、この通潤用水の完成をもって大規模な棚田の造成と

安定的な水稲耕作が可能となった土地である。以来 16 0年

に亘り、公平な用水管理のもと自然と共生しながら農業を営

んできた。この地域の営みは、用水建設の総責任者「布83保 ＿＿  

之助」翁への感謝の念と、水利用により育まれた地域社会の強固な繋がりによって今日まで継承されて

いる。（写真は、布83保之助を祀る「布田神社」の秋の祭礼及び収穫感謝祭 （平成 25年 11月）の様子。

神事の後 「布83保之助翁の歌」を合唱する。）

山都町の紹介
- “通潤橋水ものがたり’'で新たな一歩を！ 一

白糸地域においても高齢化や人口減少、農作物‘への鳥獣

害など農業を取り巻く状況は厳しく、農業の振興が特に

重要な課題である。このたび白糸地域では、「重要文化

的景観の保全のため、景観を維持し白糸台地を未来へつ

ないでいく」ことを目的として出荷協議会が設立され、

ブランド米「通潤橋水ものがたり」が完成。生業の継承

に向け住民自身が大きな一歩を踏み出した！
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大分県別府市 9.』l
り・温泉地景観

選定年ガB／平戚24年9ガ 19B 所在池／大分県別府夜大字鉄綸、大字緩易字fj/J蓉

アクセス／ （鉄離） jj!I庖航からバスで約30分 （吸蓉） jj!I府貌からバス四汐40分

選定面穫／約45.7ha 穂jj!I／複分舵観（五） ・(六）

文化的景観の概要
「別府の湯けむり・温泉地景観」は、全国有数の泉種と湧出量を誇る地下の温泉資源を、日常の生活

や生業に取り込んで成立した文化的景観です。古くから湯治客が長期滞在のため自炊する貸間や、共同

浴場などが今も残っています。近代以降は宿泊業に加え、観光の目玉である地獄や、藁葺き小屋を用い

た湯の花製造技術など、温泉水や噴気を多様かつ最大限に利用しています。

別府市の紹介
別府市は、九州の北東部、瀬戸内海に面した大分県の東海岸のほぼ中央に位置し、大地から立ちのぼ

る「湯けむり」は別府を象徴する風景として市民はもちろん観光客からも親しまれております。市内に

は、別府八湯と呼ばれる 8つの温泉エリアが点在し、毎分 8万 7千リットルを越える温泉は、日本一

の湧出量と源泉数を誇り、医療、

浴用などの市民生活はもとより観

光、産業などにも幅広く活用され、

古くから日本を代表する温泉地と

して賑わい、歴史と文化あふれる

国際観光温泉文化都市です。
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選定年ガB／平威25年10月17B

所在池／B殉放大字洒谷甲字坂元、字坂元土、学坂元煎厨、字坂元河内、字元屋敷の全域及仄 字権硯津僧、字立石、字
障ノ居、字隙ノ屠後凶、 字中屠、字石劇／／庖土、 字石放長谷、字今別府の各一部

選定面積／460.Jha 稽籾／複伶景親 (-)・（三）

文化的景観の概要
坂元棚田は、昭和 3~ 8年の耕地整理により、山間部斜面地の茅場に造成された棚田です。棚田．の
北東にある二つの谷川を水源とし、約 1.6kmの水路により棚田に水を引いています。棚田は牛馬耕を前

提に矩形化・拡大されており、明治～昭和初期の機械化導入以前の耕地整理の考え方が強く反映されて

います。 また、坂元棚田周辺の山林では、藩政期より民間の資カ・労力を使用した「分ー山」という妖

肥藩独特の杉植栽育樹法が展開されてきました。この施業体系は、明治期以降も部分林制度と して現在

に引き継がれています。

このような棚田と山林を含む集落のイ守まいからは、棚田以前の個別分散型の農業から耕地整理以降の

棚田での集約的な稲作農耕、そして戦後の妖肥杉造林による林業中心の生業へと変遷する集落の様子を

理解することができます。

日南市の紹介
＜＜海幸山幸の物語と文化財のまちづくり≫

日南市は天然の良港である油津や外浦を有しており、

古くから海上交通の要衝となっていました。近代にはマ

グロ・カツオ・ブリなどの水揚げで大いに賑ねい、山か

ら切り出された妖肥杉は川を流して堀川運河に`集めら

れ、各地へ運ばれていきました。海幸山幸の神話が伝え

られている本市では、海の幸山の幸に育まれてきた人々

の暮らしや文化・経済の発展を海幸山幸の物語として捉

え、この物語を紡ぐための要素として、文化財の活用を

図っていく取り組みを進めています。
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選定年月且／平威20年3月288（死戚22年2ガ228追加選定） 所在地／大分娯Bfll序源栄叩

アクセス／草：B臼 ICから 30分 バス： B阿バスセンクーから1III凶ガき約40分

選定面積／238.8ha 檄別／複伶於認(-)・（三） ・（五） ・（六）・（八）

文化的景観の概要
［小鹿田焼の里」は、江戸時代中期から窯業を営む皿山地区と農業を営む池ノ鶴地区と周辺の山林か

立構成されています。窯業主体の皿山地区では、開窯以来 「小鹿田焼」の伝統技術を継承し今に伝えた

ことが評価され、平成 7年に重要無形文化財の指定を受け、 300余年の作陶の伝統が土地利用の点にお

いても特徴的な屋敷地の構成を生み出しています。

一方、池ノ鶴地区は狭陰な谷地において農業や林業を中心とした集落であり、この集落は棚田の石積

みや伝統的な屋敷地の構成が良好に保全されています。

水や木・土などど人が共生する中で生まれた小鹿田焼の伝統と、豊かな里の資源に支えられた自然と、

そこに住む人々の営みが一体となり創り出された特色ある集落景観です。

日田市の紹介
＜＜廣瀬淡窓と咸宜園≫

廣瀬家は延宝元年 (1673)、初代五左衛

門が博多から日田の豆田の町に移住したの

に始まるといわれています。屋号を堺屋、

のちに博多屋とした商家です。四代目平八

（月化）の時に経営の規模を拡大しました。

淡窓は天明 2年（178'2)、五代目三郎右衛

門（桃秋）の長男として生まれました。

淡窓は文化2年（1805)、長福寺学寮で

開塾し、その後、「成章舎」「桂林園」と

場所や名前を変え、文化 14年 (1817)、 _- -
いん

現在の地に「咸宜園」を開きました。「咸宜」とは、中国最古の詩集『詩経』にある「殷、命を受け
ことごとくよろしひゃくろく

咸 宜、百禄是れ荷う」から来ています。「咸＜宜し」とはすべてがよろしいという意味で、淡窓は門

下生一人ひとりの意志や個性を尊重する教育理念を塾名に込めました。
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1 瀾一

日田市の文化財

日田市は、北部九州のほぼ中央、大分県の西部に位置し、福岡県と熊本県に隣接した地域で、周囲を

阿蘇・〈じゅう山系や英彦山の山々に囲まれ、こうした山系から流れ出る豊富な水は、大山川や玖珠川、

花月川などを流れて日田盆地で合流し、三隈川（筑後川） となって、筑後・佐賀平野を貫通し有明海へ

と流れています。 このように、豊かな水に恵まれていることから 『水郷日田』 と呼ばれ親しまれていま

す。 また、北部九州の中心に位置していたことから、古代より交通の重要な拠点として栄えてきました。

なかでも、江戸時代は幕府の直轄地 （天領） として北部九州の政治・経済の中心となり独特の伝統や文

化を育みました。市内にはこうした多くの歴史や文化が現在に残っています。

8田に残る文化財は、国・県・市によって指定されている文化財が 165件を数えます。 そのうちの

何点かをご紹介します。

①国史跡 ガランドヤ古墳 (2基）
日田市南西部の三隈川南側段丘上に位置する。

三基の古墳で構成され、 そのうちー・ニ号墳で

装飾が確認されている。いずれも封士を失ってい

る横穴式石室で、装飾された古墳2基が近い位置

にあることも特徴の一つとしてあげることができ

る。

一号墳：横穴式石室の複室構造（前室と玄室）で、

同溝は認められないものの 28.7mの規模を持つ

円墳と推定される。装飾文様は、主に玄室奥壁に

認められ、赤と緑の顔料で同心円文や人・馬・鳥・

船などが確認できる。

二号墳：一号墳より西北西約 60mに位置し、墳丘規模は周溝は認

められず、約 23mと推定される円墳です。横穴式石室で玄室の調

査はされているが、前室の有無は確認されていません。装飾は、主

に玄室奥壁にあり、赤地に緑の顔料で同心円文・連続山形文や馬上

で弓を引く人物などが確認されています。築造時期は、出土遺物な

どから二号墳が六世紀中頃以降、一号墳が六世紀後半と推定されて

います。

※平成25年度から一号墳の保存施設整備工事を行っています。

②県無民鵜飼
鵜飼は、河川における伝統的な漁法で、日田では安

土桃山時代、豊臣秀吉の代官として日隈城を築城した

宮木長次郎が岐阜・長良川から鵜匠を四名招き、中城

村の庄屋、竹田村庄屋、鎌手村庄屋、上津元の庄屋の

四家に鵜匠を一名ずつ養わせたことに始まるといわれ

ています。幕府直轄地であった江戸時代には、鵜飼を

行うために代官の許可を得た「鵜匠株」を必要とし、

幕府から保護されていました。 日田の鵜飼は江戸時代

から絶えることなく継承され、毎年五月下旬から十月

末まで、現在は三名の鵜匠が観光客に伝統漁法を披露

しています。
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③国無民 日田祇園の曳山行事（豆田・隈・竹田地区）
毎年、七月二0日過ぎの土日に、日田市隈地区の八坂神

社、竹田地区の若宮神社、豆田地区の八坂神社の三社で行

われる祇園祭の総称で、曳きだされる山鉾は現在 9基あ

り、幾重にも人形が重なる独特な様式を持ちます。山鉾の

建造は正徳四年(1714)に始まるとされています。行事は、

山鉾を組み立てる小屋入りから始まり、祭りの前には流れ

曳きと集団顔見世、祭礼日の二日間は町内押しと昼の本曳

きと続き、夜の晩山巡行でクライマックスを迎えます。豪

華絢爛な刺繍を施された見送り幕・水引をまとった山鉾は、

年々盛大になって巨大化し 10mを超えたといいます。山

鉾の後ろを飾る見送りは現在 l3枚あり、近世日田の繁栄

を偲ばせます。祇園囃子は文化年間に小山徳太郎によって

始められたといわれています。

ヽ
‘`‘‘‘ 

小野川の阿蘇 4火砕流堆積物及び埋没樹林群

⑤国重文 長福寺本堂（豆田）

今から約 9万年前の阿蘇山最大噴火で発生し

た阿蘇 4火砕流堆積物は、下層から旧小野川

の河床、阿蘇4火砕流堆積層、火山泥流堆積層、

土石流堆積層、現在の小野川の河床の順にみら

れ、阿蘇4火砕流堆積層の中には樹木群が包含

されている。樹木は、ヒノキ科・スギ・トウヒ

属 （マツ）の針葉樹を主体に、オニグルミ・ブ

ナ属・ニレ属など十種類の広葉樹からなる。 こ

れらから、阿蘇4火砕流の発生時期や経路、そ

の咸力や災害状況、当時の森林構成などが明ら

かになっています。

九州最古の真宗寺院の本堂で、寛文九年 (1669)に建立され、江戸時代初期の真宗寺院本堂様式を

よく伝えています。西本願寺旧本殿の西山別 ，＇， 

院と類似の建築様式をもつことから、西本願

寺建築の棟梁あるいはその技術指導のもとに

建立されたものとされる。 この寺からは多く

の学僧が生まれ、のぢの私塾咸宜園を開く廣

瀬淡窓の開塾当初もこの寺の学寮を出発とし

た。豆田町に唯一残る寺境内には三00年余

の樹齢を重ねたケヤキの老木をはじめ、様々 い

な種類の植物が四季折々の姿を見せてくれま

す。
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⑥国重文 草野家住宅（豆田）

草野家は天正期に筑後から日田草場

に移住し、寛永期に豆田町に移住して

おり、元禄期に現在の地に居を構えた。

製蝋業を営み、代官所御用達、庄屋役

を務めた豪商である。建物は六棟から

なる主屋と土蔵四棟があ残っており、

最も古いのは江戸中期建築の主屋仏間

部である。通りを面して建つ店舗部な

どは明和九年 (1772)の豆田大火直

後に建てられ、防火性の高い漆喰塗居

蔵造として重厚な外観をもつ。一方、

主屋後方の座敷は幕末から明治・大正

・屡 大分県日田市 I

期にかけて増改築され、庭園と一体となった明る＜開放的な構成や、文人画の小襖、竹・唐木などの材

種で華やかに整えられた室内意匠に、当時日田で親しまれた煎茶席の建築的特徴が認められます。

⑦県史跡 石坂石畳道（市ノ瀬町・伏木町）
石坂石畳道は、江戸時代日田代官所と中津・宇佐四日市

の陣屋を結ぶ往還の一部です。全長 1.26kmほどで、市ノ

瀬町から伏木町にかけて通じる。嘉永三年 (1850) に完

成したこの道は、当時は森藩に願い出て、周防の石工を招

き工事に取組みました。翌年に建てられた石坂の中ほどに

ある廣瀬淡窓撰文の「石坂修治碑」に詳細な内容が伝えら

れています。

⑧国重文 木造十一面観音立像（永興寺）
永興寺本尊とされる像。桧材寄木造り、白篭に水晶を

はめ、玉眼、漆箔。像高 92cm。ふくよかな容貌に加えて、

蓮華座の上に立って腰のかすかな

ひねりが、姿に優雅な趣を与えて

いる。衣の袈の彫が形式化して硬

いともいうが、全体的に美しい像

である。京の慶派、それも快慶の

流れをくむー派の仏師の作ではな ~~' 

いかと思われる。鎌倉時代中期の

優れた彫刻。

光背・台座は後補。
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--3薗闊E国置置）

全国文化的景観地区連絡協議会とは

かって私たちは物豊かに暮らすことが近代的であると

ひたすら信じ、生産性の向上という美名の下、多くの貴

重な景観を傷つけて失ってきました。私たちはこの過去

への反省に立ち、美しい景観を保存・活用することをも

とめられているのではないでしょうか。

現在、`文化的景観が文化財の一つとして位置づけられ

ましたが、その保護の取組みは始まったばかりです。

本協議会は文化的景観の保存に関する各種の課題を共

通認識としつつ、相互に情報交換を行い課題解決に取組

み、地域の住民と連携し、文化的景観のあるべき姿の構

築のための先導的役割を果たすことを目的としていま

す。

全国文化的景観地区連絡協議会規約
第 1章 総則

（名称）

第 1条 本会は全国文化的景観地区連絡協議会：略称 「文

景協」 （以下 「協議会」という ） という 。

第 2章 目的及び事業

（目的）

第2条 協議会は、加盟する団体が共同して文化的景観の
ー 保存整備に関する調査研究、施策の推進及び情報交換

を行い、もって文化的景観を育み、地域住民の生活と

文化の向上に資することを目的とする。

第3条 協議会は、前条の目的を達成するために次の事業

を行う 。

(l)文化的景観の保存整備及び調査研究に関する事業

( 2 ) 情報収集•発信及び普及に関する事業

(3)各種要望活動に関する事業

(4)会員研修等に関する共益的事業

(5)前各号に掲げるもののほか目的を達成するために

必要な事業

第3章

（種別）

第4条 協議会は、正会員、特別会員及び協議会が認めた

賛助会員を持って構成し、当該各号に定める地方公共

団体及び団体等とする。

(l)正会員 重要文化的景観選定地区を有する自治体

及び選定を目指している自治体

(2)特別会員 本規約、の目的に賛同する都道府県

(3)賛助会員 ・文化的景観の調査、研究、保存又は管

理を行う団体等

第 5条 協議会の会費は、次に掲げる額とする。ただし、

特別会員からは会費は徴収しない。

(l)正会員 年額市 30,000 円•町村 15,000 円

(2)賛助会員年額 5、000円 (l□) 
第4章役員

36 

第6条 協議会に次の役員を置く 。

(l)会長 1名

(2)副会長 若干名

(3)理事 若干名

(4)監事 2名

2 役員は、正会員の互選により選任する。

3 協議会に必要に応じて顧問又は参与を置き、会長が

委嘱する。

（職務）

第 7条 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は

会長が欠けたときはその職務を代行する。

3 理事は、総会及び役員会の議決並びにこの規約の定

めに基づき、協議会の業務を執行する。

4 監事は、業務の執行状況及び会計その他の事務を監

査する。

5 顧問及び参与は、会議に出席し、必要に応じて意見

を述べる。

（任期等）

第8条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任は妨げ

ない。

第 5章総会

（種別）

第 9条 協議会の総会は、年 1回とし、会長が招集する。

（厚生）

第 10条 総会は、正会員をもって構成する。

2 特別会員及び賛助会員は、総会に出席し、必要に応

じて意見を述べることができる。

（権限）

第 11条 総会は、次の事項について決議する。

(l)事業計画及び収支予算

(2)事業報告及び収支報告

(3)規約の変更

(4)役員の選任又は解任

(5)その他役員から付託された事項等

（議長）

第 12条 総会の議長は、会長がこれに当たる。

（議決）

第 13条 総会は、正会員の過半数の出席で成立し、出席

会員の過半数をもって決し、可否同数の場合は講長の

決するところとする。

（議事録）

第 14条 総会の議事については、次の事項を記載した議

事録を作成し、これを保存しなければならない。

(l)日時及び場所

(2)正会員の総数及び出席者数

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決結果

第6章役員会

（構成）

第 15条 役員会は、正会員をもって構成し、必要に応じ

て会長が招集する。



（権能）

第 16条 役員会は、この規約で定めるもののほかに次の

事項を決議する。

(l)総会に付すべき事項

(2)総会から委任された事項

(3)会費の額に関する事項 ・

(4)事務局の組織及び運営に関する事項

(5)その他協議会の業務遂行に必要な事項

（議長）

第 17条 役員会の議長は、会長がこれに当たる。

（議決）

第 18条 役員会は、役員の 3分の 2の出席で成立し、出

席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の

決するところとする。

（請事録）

第 19条 役員会の議事録については、次の事項を記載し

た議事録を作成し、これを保存しなければならない。

(l) 8時及び場所

(2)役員総数及び出席者数

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決結果

第 7章委員会

（設置）

第 20条 協議会に、必要に応じて委員会を設置すること

ができる。

（構成）

第 21条 委員会は、会長が指名した会員をもって構成す

る。

2 委員会には、委員の互選により委員長 1名を置く 。

3 委員長は役員会に出席し、必要に応じて意見を述べ

ることができる。

第8章資産及び会計

（資産の構成）

第 22条 協議会の資産は、次の各号に掲げるものをもっ

て構成する。

(l)会員の会費

(2)寄付金品

(3)財産から生じる収入

(4)事業に伴う収入

(5)その他の収入

（資産の管理）

第 23条 協議会の資産は、会長が管理し、その方法は役

員会の議決を経て、会長が別に定める。

（事業計画及び予算）

第 24条 協議会の事業計画及びこれに伴う収支予算は、

会長が作成し、総会の議決を得なければならない。た

だし、当該年度の予算が成立していない場合において、

当該予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収入又

は支出することができる。

（事業報告及び決算）

第 25条 協議会の事業報告書及び収支決算書は、毎事業

年度終了後に速やかに会長が作成し、監事の監査を受
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け、総会の議決を得なければならない。

（事業年度）

第 26条 協議会の事業年度は、 4月1日から 3月318

までとする。

第9章事務所

（設置）

第 27条 協議会の事務所は、会長の存する自治体に置く 。

（事務局）

第 28条 協議会の事務所には、．事務を処理するために事

務局を置く 。

2 事務局には、事務局長及びその他の職員を置く 。

3 事務局の職員は、会長が任免する。

（書類及び帳簿の備置き）

第 29条 協議会の事務局には、次に掲げる書類のほか協

議会の運営等に関する関係書類を備えておかなければ

ならない。

(l)会員名簿及び会員の異動に関する書類

(2)収入又は支出に関する帳簿及びその証拠書類

第 l0章雑則

（雑則）

第 30条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は会

長が別に定める。

附則

この規約は平成 18年 7月 18日から適用する。

附則

この規約は平成 21年 7月9日から適用する。

附則

この規約は平成 25年 10月4日から適用する。
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全国文化的景観地区連絡協議会加盟団体一覧

No. 都道府県名 市町村名 首長名 役職 選定有無

1 北海道 平取町 川上 満 廷、aa,.......,.疋

2 岩手県 遠野市 本田敏秋 選定

3 、 岩手県 ー関市 勝部 修 副会長 選定
ヽ

4 山形県 大江町 渡邊兵吾 選定

5 ｀ 群馬県 板倉町 栗原 実 廷ヽaa疋r上

6 新潟県 佐渡市 甲斐元也 監事 選定

7 石川県 金沢市 山野之義 副会長 選定

8 石川県 輪島市 梶 文秋， 福井県 福井市 東村新一

10 山梨県 車州市 田辺 篤

1 1 長野県 千曲市 岡田昭雄 理事 選定

12 岐阜県 岐阜市 細江茂光 選定

13 岐阜県 恵那市 可知義明

14 滋賀県 近江八幡市 冨士谷英正 参与 選定

15 滋賀県 高島市 福井正明 選定

16 京都府 京都市 門川大作

17 京都府 宇治市 山本 正 顧問 選定． 
_18 京都府 亀岡市 栗山正隆

19 兵庫県 朝来市 多次勝昭 忘、己己r疋上

20 和歌山県 有田川町 中山正隆 忠、aae;,-疋

21 徳島県 上勝町 花本 上軒主目 廷、己己J疋ーL

22 愛媛県 宇和島市 石橋寛久 理事 選定

23 愛媛県 松野町 阪本壽明

24 高知県 四万十市 中平正宏 副会長 選定

25 高知県 梼原町 矢野富夫 理事 選定

26 福岡県 豊前市 後藤元秀 廷、己aJ疋

27 長崎県 長崎市 田上富久 廷ヽaar疋上

28 長崎県 佐世保市 朝長則男 選定

29 長崎県 平戸市 黒田成彦 選定

30 長崎県 五島市 野口市太郎 選定

31 熊本県 宇城市 守田憲史

32 熊本県 、 天草市 中村五木 会長 選定

33 熊本県 山都町 工藤秀一 監事 廷、己ar疋上

34 ヽ 大分県 別府市 浜田 博 選定

35 大分県 日田市 原田啓介 理事 選定

36 宮崎県 日南市 崎田恭平 忘、己己J疋」→

37 埼玉県 教育長関根郁夫 特別会員

平成 26年8月現在
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（重翡四正r -

寄稿団体連絡先

No 市町村名 担当部署 住 所 電話番号 ・メールアドレス

北海道沙流郡平取町二風谷 55番地
01457-2-2892 

1 北海道平取町 文化財課
bunkaza12043@town b1raton.hokka1do.Jp 

岩手県遠野市東舘町 3番 9号
0198-62-2340 

＇ 2 岩手県遠野市 文化課
bunka@c1ty.tono.1wate.Jp 

岩手県ー関市竹山町7-5 ー関地区合同庁舎2階
0191-26-0820 (FAX 0191-26 0566) 

3 岩手県ー関市 生涯学習文化課
shoga1@c1ty， .1chinoseki 1wate」p

山形県西村山郡大江町大字本郷丁 373-1
0237-62-3666 

4 山形県大江町 教育文化課
syaka1 k@town oe yamagata JP 

教育委員会
群馬県邑楽郡板倉町大字板倉 2067番地

0276-82-1111 
5 群馬県板倉町

生涯学習係 k-gakusyuu@town 1takura gunnma.Jp 

新潟県佐渡市千種 246番地 1
0259-63-5136 

6 新潟県佐渡市 世界遺産推進課
k-goldm1ne@c1ty.sado n11gata JP 

石川県金沢市広坂 1丁目 1番 1号
076-220-231 0 

7 石川県金沢市 歴史建造物整備課
rek1ken@c1ty.kanazawa lg.Jp 

福井県福井市大手 3丁目 10番 1号
0776-20-5367 

8 福井県福井市 文化課
bunka@c1ty.fuku1 lg.jp 

山梨県甲州市塩山上於曽 1085-1
0553-32-5097 ， 山梨県甲州市 生涯学習課
s-gakusyu@c1ty.koshu lg.Jp 

長野県千曲市大字桜堂 268-1
026-261-3210 

10 長野県千曲市 文化財センタ ー
bunkaza1@c1ty.ch1kuma nagano.Jp 

岐阜県岐阜市神田町 1-11
058-214-2365 

11 岐阜県岐阜市 社会教育課
ky-shaka1@c1ty.g1fu.g1fu.jp 

滋賀県近江八幡市桜宮町 236
07 48-36-5529 

12 滋賀県近江八幡市 文化観光課
048200@c1ty.om1hach1man.lg JP 

滋賀県高島市安曇川町田中 455番地
0740-32-4467 

13 滋賀県高島市 文化財課
bunkazai@c1ty.takashima.sh1ga.Jp 

歴史まちづくり
京都府宇治市宇治琵琶 33番地

0774-22-3141 
14 京都府宇治市

推進課 rek1mach1@c1ty UJI kyoto.Jp 

京都府亀岡市安町野々神 8番地
0771-25-5068 

15 京都府亀岡市 社会教育課
syaka1-kyouiku@c1ty.kameoka.ky0to.Jp 

兵庫県朝来市新井 73番地 1
079-677-2116 

16 兵庫県朝来市 社会教育課
shaka1kyo1ku@c1ty.asago hyogo」p

和歌山県有田郡有田川町中井原 136-2
0737-52-2111 

17 和歌山県有田川町 社会教育課
n syaka1kyo1ku@town.ar1dagawa.lg」p

愛媛県宇和島市曙町 1番地
0895-49-7033 

18 愛媛県宇和島市 文化課
bunka@c1ty.uwaJima.lg jp 

愛媛県北宇和郡松野町大字松丸 343番地
0895-42-1118 

19 愛媛県松野町 教育家
m-bunka@town matsuno.eh1me JP 

高知県四万十市右山五月町 8-22
0880-34-7311 

20 高知県四万十市 生涯学習課
culture@c1ty.sh1manto.lg.Jp 

福岡県豊前市大字吉木 955番地
0979-82-1111 

21 福岡県豊前市 生涯学習課
bunka@c1ty.buzen.lg JP 

長崎県長崎市桜町 2番 22号
095-829-1260 

22 長崎県長崎市 世界遺産推進室
sekai1san@c1ty.nagasak1 lg JP 

長崎県平戸市岩の上町 1508-3
0950-22-4111 

23 長崎県平戸市 文化交流課
bunka@c1ty.hirado.lg.jp 

0959-72-6127 ヽ市長公室
長崎県五島市福江町 1番 1号24 長崎県五島市

まちづくり推進班 koush1tsu@c1ty.goto.lg.Jp 

0969-76-1116 
25 熊本県天草市 世界遺産推進室 熊本県天草市河浦町河浦 5253

seka1@c1ty.amakusa.lg.Jp 

熊本県上益城郡山都町下市 33-1
0967-72-0443 

26 熊本県山都町 生涯学習課
shoga1@town kumamoto-yamato lg.Jp 

大分県別府市上野口町 1番 15号
0977-21-1587 

27大分県別府市 生涯学習課
lle-be@c1ty beppu.01ta」p

宮崎県日南市中央通 1丁目 1-1 
0987-31-1145 

28宮崎県日南市 生涯学習スポーツ課
bunka@c1ty-n1ch1nan.Jp 
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平成25年度 全国文化的景観地区連絡協議会四万十大会の概要

四万十大会は、平成25年10月4日（金）から 5日（土）までの 2日間の日程で、高知県四万十市で開

催されました。

【日程】

1 0月4日（金）

会計監査、役員会、総会、文化的景観講演会、研修会、情報交換会

1 0月互日（土）

現地研修会 山間コース（梼原町、津野町）、川コース（四万十市）

1.平成25年度全国文化的景観地区連絡協議会監森

日時：平成25年10月4日 1 0時30分

場所：四万十市立中央公民館

出席者：佐渡市、山都町、天草市（事務局）

2. 平成25年度全国文化的景観地区連絡協議会役員会

日時：平成25年10月4日 1 0時40分

場所：四万十市立中央公民館

出席者：天草市他10団体、天草市（事務局）

3.平成25年度全国文化的景観地区連絡協議会総会

． 日時：平成25年10月4日 1 1時25分
ー 場所：四万十市立中央公民館

出席者：佐渡市、山都町、天草市（事務局）

概要：

第1号議案平成24年度事業報告について

第2号 議案平成24年度決算報告並びに監査報告について

第3号議案平成25年度運営方針（案）について

第4号 議案全国文化的景観地区連絡協議会の年会費について

第5号 議案全国文化的景観地区連絡協議会の規約改正について

第 6号議案平成26年度大会の開催地について
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4.講演会

日時：平成25年10月4日 1 3時00分～ 14時25分
場所：四万十市立中央公民館

出席者：加盟自治体、文化庁他 総勢115名

（軍塁薗3遍躙，，＇・国一

演題・講師： 「重要文化的景観の目指すもの」 ・文化庁記念物課 市原富士夫 調査官

「四万十川流域の景観保全が先導する新たな景観創造」 広島大学大学院教授 中越信和＇ 先生

5. ポスターセッション

日時：平成25年10月4日 1 4時25分～ 14時45分

場所：四万十市立中央公民館

6.担当者研修会

日時：平成25年10月4日 1 4時45分～ 16時35分

場 所：四万十市立中央公民館

事例報告者：神田 修氏（四万十川財団）

久岡俊彦氏（梼原町環境整備課）

下元道夫氏（中土佐町民）

パネルディスカッションパネラー：

中越信和氏（広島大学大学院）

市原富士夫 氏（文化庁記念物課）

神田 修氏（四万十川財団）

久岡俊彦氏（梼原町環境整備課）

下元道夫氏（中土佐町民）

溝渕博彦氏 (NPO高知文化財研究所）

出席者：加盟自治体、文化庁他 総勢115名
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概要：

（事例報告）

四万十川流域の文化的景観に関わる3名の発表者から選定から活用に向かう事例を報告。 四万十

川財団神田氏からは流域連携の課題や将来像について、梼原町久岡氏より梼原町の環境まちづく

りへの文化的景観の導入について、中土佐町下元氏より重要文化的景観の取り組みから得た気づ

きとまちづくりへの活かし方について報告が行われた。

（〉ゞネルディスカッション）

四万十川流域の取り組みを通じて重要文化的景観保護制度の課題や、地域景観創出における文化

的景観の可能性や問題点を議論した。特に広域連携における自治体毎の温度差や期待値の違い、

担当者の異動等体制に起因する課題等が話題に登ったほか、津波タワーなど今後の災害対策につ

いて既存景観とのすり合わせ方やその課題について議論が及んだ。

7.現地研修会

日 時：平成25年 10月5日（土） 8時00分～ （山間コース）、 9時00分～ （川コース）

（山間コース）

行 程：四万十市役所→神在居棚田→梼原の町並み及び三嶋神社→カルスト風車→須崎駅

現地講師：大原泰輔氏（大原設計）

参加者： 20名

（川コース）

行 程 ：四万十市役所→口屋内・下田の景観講義→四万十川生物観察→口屋内集落見学→中村駅

現地講師：池上 蔦男 氏（四万十市西土佐口屋内住民）

岡 照美氏（四万十市下田地区住民）

山下慎吾氏（魚と山の空間生態研究所）

澤良木庄ー 氏（四万十市文化財保護審議会委員）

参加者： 54名
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